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各プログラム共通機能

● プ・切替 (Ｆ１)の機能について
プリンタが複数台ある場合に任意に指定したプリンタに出力を切り替えることが可能です。

1. 各プログラムにあるプ･切替(F1)を押すと

下記の画面を表示します。

2. 出力プリンタを指定しますと

指定プリンタより出力できます。

※メニュー画面に戻ると
指定は元に戻ります。

● ユーザ選 (Ｆ２)の機能について
ユーザー選択は、申告情報登録の法人名(カナ)に法人名のカナ読みを登録しておくこと

によりカナ検索機能でユーザーを選択できます。また事業年度と期首月からも検索できます。

1. ユーザーコードを確定する前に

ﾕｰｻﾞ選 (F2)を押すと、左図の画面

を表示します。

2. 検索欄に法人名(ｶﾅ)を入力し事業年度

と期首月を指定すると条件に合うユー

ザーのリストを画面の左半分に表示し

ます。

※期首年月だけを指定してもユーザー

を検索できます。

右半分のリストは、使用したユーザー

の履歴を15件まで表示します。

3. 画面上部の「コード」にユーザーコー

ドを入力するか、リストのコード番号

にカーソルを合わせてクリックする

ことでユーザ－を選択できます。

各ファンクションキーの機能

前 頁 (F1) ... 現在表示している頁の前頁を表示します。

後 頁 (F2) ... 現在表示している頁の後頁を表示します。

再読み (F8) ... ユーザーの削除やユーザー名の変更等を行った場合には、再読みで最新

のリストを再表示することができます。
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● 財プリンタ(Ｆ3)の機能について
財ﾌﾟﾘﾝﾀは、主として使用するプリンタを指定しておくことができます。

指定は機械の電源を切るまで有効です。

このプログラムで設定しておくと、上記で説明した、プ･切替(F1)を毎回行わなくても

指定したプリンタにすぐに出力することができます。

1. プログラム群選択メニューで、財ﾌﾟﾘﾝﾀ (F3)

を押します。

2. 下図の画面を表示します。

3. 出力プリンタを指定しま

すと、指定プリンタより

出力できます。

指定は電源を切るまで
有効です。

● 項目内容の記憶
各出力帳票において、指定内容を記憶し、次回同一プログラムを呼び出した場合に同じ指定

で表示をします。また、指定を元の初期値に戻すには項・消去 (F10)を押すと元に戻ります。

※但し、[53]法人決算書(会社法対応)を除く

例）［３０］合計残高試算表を4.1-4.30で出力した場合

＜初期値＞ ＜次回呼出＞

出力す

る

と

記憶

項目

消去

(F10)

戻 る

※ 注意 ※
科目及び補助の指定は記憶できませんのでご注意ください！
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● 印刷
各帳票を出力する際に選択します。

例）［３０］合計残高試算表

※ 印 刷 を選択すると下図の画面を

表示します。

Enter か F4：実行 を押してください。

● プレビュー機能
各帳票を出力する際、印刷するものを画面で見ることが可能です。

例）［３０］合計残高試算表

※ プレビュー を選択すると下図の画面を

表示します。

拡大・縮小の機能もあります。

プレビューの画面から印刷することも可能です。
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● ＣＳＶ搬出機能
各帳票を出力する際、データをExcel形式で表示・保存することが可能です。

例）［３０］合計残高試算表

1. ＣＳＶ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

2. F9：搬出 を押してください。

3. Enter を押してください。

4. は い を押してください。

帳表・ファイル名

58
部門別営業成績推移表

BUEISUxxxxxx_yyyy.csv

59
部門別当期原価推移表

BUGESUxxxxxx_yyyy.csv

60
部門別営業成績報告書

BUEIxxxxxx_yyyy.csv

61
部門別当期原価報告書

BUGExxxxxx_yyyy.csv

62
科目別補助集計表

HOJOxxxxxx_yyyy.csv

64
年次科目別補助集計表

NHOJOxxxxxx_yyyy.csv

65
補助二次元集計表

MHOJOxxxxxx_yyyy.csv

66
工事別管理一覧表

KOUJIxxxxxx_yyyy.csv
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● ＰＤＦ出力機能
各帳票を出力する際、ＰＤＦ形式で表示・保存することが可能です。

例）［３０］合計残高試算表

※ ＰＤＦ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

「保存」をクリックし、データを任意の場所に

保存します。

● ページプリンタをご使用の場合
各出力において連続用紙又は、単票用紙を選択する画面を表示します。

ページプリンタにおいては、自動的に改頁しますので連続用紙を指定して出力してください。

※ 単票で指示をすると１枚出力するごとに Enter が必要です。

● 出力を中止するには
1．出力中のプログラムを中止します。

キーボードで、 CTRL ＋ C を押し、メニューに戻します。

2. プリンタの電源を切ります。

※ページプリンタの場合は ストップ ボタンを押し、印刷が止まってから電源を

切ってください。

（出力中に電源を切ると紙詰まりを起こし故障の原因となります。）

3. プリンタの切替器がある場合にはプリンタの切替器の電源を切り再度電源を入れます。

4. プリンタの電源を入れます。※出力しなければ作業完了となります。
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● 利益率推定試算
推定利益率を入力することにより、棚卸額を

試算出力することができます。

申告情報登録に入力しておくと、自動的

に集計画面に表示します。

推定利益率は“［１］

申告情報登録”の設定

で計算します。

また、この画面で設

定変更も可能です。

● 減価償却試算
減価償却額

× 集計期間日数
１年の日数(365)

申告情報登録に入力しておくと、自動的

に集計画面に表示します。

減価償却試算は“［１］

申告情報登録”の設定

で計算します。

また、この画面で設定

変更も可能です。

出力の強制終了後、出力ができなくなった場合

プリント出力を強制終了した場合、次に印刷を指定しても出力できないことがあります。

これは印刷の信号(Windowsで言うと印刷ジョブ)が機械に残ってしまう為です。

印刷の指示は再起動しても残る場合があります。下記の手順で印刷ジョブをクリアしてください。

● 操作方法
1. 管理 (F20)を押します。

2. [991] プリンタバッファクリアを選択し

ます。

3. 印刷するプリンタがわかっている場合は、

番号を入力します。

4. 印刷をクリアするﾌﾟﾘﾝﾀの番号が反転します。

5. 実行 (F4)を押します。

6. バッファクリア中と表示が出てメニュー画

面に戻れば作業終了です。

※プリンタが分からない場合は全選択 (F7)を

押し、実行 (F4)を押します。
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補助管理について

● 概 要
補助は、科目別・部門別・工事別に管理できます。

科目別補助

科目別補助は、各科目（例：売掛金・買掛金・預り金など）に補助コード(+01･-01)を入
力することにより、科目の補助コードごとの残高を把握することができます。

補助を使用すると内訳明細書などを作成するのに大変便利です。
補助簿や補助集計表等が作成できます。

部門別補助
部門別補助は、各店舗や部署別に業績を把握するのに便利です。

すべての損益科目及び原価科目に部門コードを入力します。
部門ごとの営業成績及び営業推移表を作成します。

工事別補助
工事別補助は、各工事ごと(現場ごと)に補助コードを入力することにより、現在進行中

の工事や完成した工事の経費や利益率等を把握することができます。
（一工事あたり、契約金に対して、どれくらいの利益があるか計算）

又、工事ごとの元帳も作成できます。

● 作業の流れ
科目別補助の流れ

１．[３] 補助登録で、まずコードと名称を登録します。

各科目ごとに補助マークを変えてください｡
２．[10] 期首入力で、残高があるものを入力します。

３．[11] 仕訳入力にて、入力ごとに補助を入力します。
４．[11] 仕訳入力 リスト(Ｆ10) 6.科目別補助集計表 や [62] 科目別補助集計表、

[63] 科目別補助簿、[64] 年次科目別補助集計表等を出力し１年の残などを集計します。

部門別補助の流れ

１．[３] 補助登録で、まずコードと名称を登録します。
２．［11]仕訳入力にて損益科目全てに補助を入力します。(売上･仕入･販管費･原価科目全て)

３．[60] 部門別営業成績、[61] 部門別製造原価、[58] 部門別営業推移表、 [59] 部門別
原価推移表を出力することができます。

工事別補助の流れ

１．[３] 補助登録で、まずコードと名称を登録します。
２．[10] 期首入力で、残高があるものを入力します。

※残高の入れ方には、ルールがあります。

３．[11] 仕訳入力にて、入力ごとに補助を入力します。(900番台全てに入力します。)
４．[66] 工事別一覧表にて、契約に対してどれくらい利益があるのかをチェックできます。

[67] 工事別元帳にて、各現場ごとに細かく内容を出す元帳を出力することができます。

※各補助繰越については、本書Ｐ.46～48をご参照ください。
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プログラムの呼び出し方

例） Ｆ６ の［11］仕訳入力を呼び出す場合

１．呼び出したいプログラムのメニューを選択

します。

Ｆ６ を押します。

２．左図の画面を表示しますので、呼び出し

たいプログラムの番号を入力します。

１１ Enter と押します。

３．左図のようなプログラムメニューを表示すれ

ばプログラムの呼び出しは完了します。

４．ユーザ：の横にカーソルが止まりますので、

ユーザの番号を入力します。

ユーザコード Enter

※プログラムを終了する場合は、終・HOME

（Ｆ５）を押します。

ポイント

前年度のデータを呼び出すには、 プログラム番号 を入力し ＊ を押します。

「期首年を入力してください」と表示しますので、 呼び出したい年度 を入力し

Enter を押します。
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Ｆ６［３］補助登録

● 概 要
補助は、一般補助と銀行補助があります。一般補助は、科目別や部門別・工事別の補助管理

を行えます。

銀行補助は、当座預金と普通預金のみの管理となります。それ以外の銀行管理は、一般補助

で行って頂きます。

※一般補助登録は、仕訳入力中にも行えます。

※補助ｺｰﾄﾞの訂正は絶対に本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは行わないでください。登録は変更しても仕訳
※変更は[791] 補助ｺｰﾄﾞ強制置換で行います。ﾃﾞｰﾀは変更しません。

･･･ 一般補助は、科目別・部門別・工事別の補助管理を行います。一般補助

1. ユーザコードを入力します。

2. 補助コード

補助コードは１マーク(記号)と番号３桁で

管理します。

例）科目別の場合：売掛金(＋001:山田商事)

買掛金（-001:鈴木商事）

部門別の場合：営業部(+01)･経理部(+02)

工事別の場合：山田邸(+01)･鈴木邸(+02)

など

※使用してはいけないマーク

銀行(F10)を押すことにより銀行補助に画面が ｢＊」｢＝｣ ｢／｣ ｢＾｣ ｢｀｣

変わります。

※補助ｺｰﾄﾞ[+1]と[+01]と[+001]は、別の

ｺｰﾄﾞです。桁はそろえて登録してくださ

い｡

3. 補助名称

補助名を入力します。(漢字８文字まで)

4. 略 称

補助の略語を入力します。入力すると略称で

補助ｺｰﾄﾞが検索できます。

5. 全ての入力が終了したら、終･HOME(F5)を

押します。

機能：1.はい … データを書き込んで終了

します。終了しますか？[ ]

1.はい 2.いいえ 3.ｿｰﾄ&終了 2.いいえ … データの書き込みを中止

します。

3.ｿｰﾄ&終了… データを書き込む際、番

号順に並び替えて終了し

ます。
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[3]補助登録

● その他の機能

削 除 (F2) … 補助登録の削除をします。

行 詰 (F3) … 空欄の行を詰めます。

検 索 (F4) … 補助の登録の検索をします。

ﾌﾟﾘﾝﾄ (F6) … 画面表示と同じものがプリントされます。Ｂ４サイズ

ｺｰﾄﾞ表 (F7) … 補助登録したものが一覧表としてプリントします。Ａ４サイズ

履 歴 (F8) … 修正した補助の履歴を見ることができます。

ｿ ｰ ﾄ (F9) … 補助登録したものを同一記号ごとに番号順に並べ替えます。

コード表(Ｆ７)サンプル

［ ］ ］月別コピー等を行った際、補助コードダブリと表示した場合は※ F12 … 95 期首繰越又は［760

F12 を押すとダブリの補助コードを出力します。

印刷された補助コードのうち不要なものを 削除 (F2)で消してください。
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[11]仕訳入力中の補助登録方法 Ｆ６

● 仕訳入力中でも補助登録を行うことができます。

1. 月日にカーソルがある時に、補助登録(Ｆ８)

を押します。

2. 補助コードを入力し、 Enter を押します。

例 (補助マーク ＋番号(３桁まで))

+13 など

※すでに、使用しているコード指定すると社

名等がでてきます。

3. 補助名称を入力し、 Enter を押します。

(漢字８文字まで)

4. 略称を入力し、 Enter を押します。

(１文字から４文字まで)

5. 再び、コードにカーソルが戻ります。

続けて補助登録を行う場合は、｢2.～4.｣の

作業を繰り返します。

終了する場合は 終 了 (Ｆ５)を押します。
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補助前残入力方法 － [10] 期首入力 Ｆ６

● 概 要
補助の前残入力は、期首入力で行います。

前残の入力は、科目別補助と工事別補助の２種類があります。

(※部門別補助では、前残入力は必要ありません。)

● 科目別補助の前残入力方法

例）売掛金の補助残を入力する場合

+02 鈴木建設 \500,000-

+04 青木商事 \300,000-

+05 山田ｵﾌｨｽ \100,000-

+10 東京商会 \100,000- 計\1,000,000- を入力する場合

1. [10]期首入力の画面を呼び出します。

左図の画面を表示します。

2. 科目ｺｰﾄﾞの最後にカーソルが止まります。

左図の場合は、[610]前期繰越損益の次の

行にカーソルが止まります。

3. 補助残入力方法

科 目 補 助 残 高

科目ｺｰﾄﾞ á 補助ｺｰﾄﾞ 補助残高 Enter

例）１１２ 右向き矢印 ＋０１ 100,000 Enter

と入力します。

4. 全ての補助残高の入力が終了したら、相殺金額を入力します。

科 目 残 高

科目ｺｰﾄﾞ 相殺(Ｆ９) 補助残高の合計(ﾏｲﾅｽ自動表示) Enter

例) １１２ Ｆ９ -1,000,000 Enter

※ 補助残高の借り貸しが違う場合は、矢印キーで借方か貸方にｶｰｿﾙを移動し、入力をしてください。
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● 工事別補助の前残入力方法
期首残高のある工事の残高登録は

特殊コードを使用します。

科目内容 科目番号 例）1工事の補助残を入力する場合(未成工事を入力)

前残の材料費合計 ７０１ +01 鈴木 宅

前残の労務費合計 ７０２ 材料費 \5,000-

前残の外注費合計 ７０３ 労務費 \3,000-

前残の経費合計 ７０４ 外注費 \5,000-

前残の売上合計又は ７０５ 経 費 \6,000-

未成工事受入金 ２０８ 未成工事受入金 \50,000-

** 期首繰越入力** 1. [10]期首入力の画面を呼び出します。

科 目 補 助 借方残 貸方残 左図の画面を表示します。

701工繰材 +01吉田邸 5,000

702工繰労 +01吉田邸 3,000 2. 科目コードの最後にカーソルが止まります。

703工繰外 +01吉田邸 5,000

704工繰経 +01吉田邸 6,000

208未成工 +01吉田邸 50,000

3. 補助残入力方法

科 目 補 助 残 高

科目ｺｰﾄﾞ á 補助ｺｰﾄﾞ 補助残高 Enter

例）７０１ 右向き矢印 ＋０１ 5,000 Enter

７０２ 右向き矢印 ＋０１ 3,000 Enter と入力します。

・

・

4. 全ての未成工事残高の入力が終了したら、７０１～７０５までの相殺金額を入力します。

科 目 残 高

科目ｺｰﾄﾞ 相殺(Ｆ９) 補助残高の合計(ﾏｲﾅｽ自動表示) Enter

例) ７０１ Ｆ９ -xxx,xxx Enter

７０２ Ｆ９ -xxx,xxx Enter

７０３ Ｆ９ -xxx,xxx Enter

７０４ Ｆ９ -xxx,xxx Enter

２０８(705)Ｆ９ -xxx,xxx Enter

※ 補助残高の借り貸しが違う場合は、矢印キーで借方か貸方にｶｰｿﾙを移動し、入力をしてください。
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補助データの[11]仕訳入力方法 Ｆ６

● 概 要
仕訳入力で補助管理データを入力します。
補助コードは、摘要で入力します。

● 略称での補助コードの入力方法
カナ検索にカーソルがある時に、 略称 を入力します。下図のように略称に合った補助を
表示します。

ここで補助の略称を入力します。
画面下のＦＥＰでは入力しません。

補助の前に表示されている番号を入力し、確定します。

● 補助マークでの補助コードの入力方法
カナ検索にカーソルがある時に、 補助マーク を入力します。下図のように略称に合った
補助が表示されます。

ここで補助のマークを入力します。
画面下のＦＥＰでは入力しません。

続いて補助コードを入力し、確定します。

１画面に表示する補助コードは、９種類です。
次ページをみる場合は、 Pagedown (後頁)を押します。

※番号のみで補助登録を行った場合は、 á 右向き矢印を押すことにより補助コード
を入力することができます。
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補助ﾃﾞｰﾀの[11]仕訳入力方法

● 摘要内に同一補助マークを２種類入力してはいけません。
摘要内に同一補助マークを２種類入れた場合は、先に入力した補助しか集計しません。
同一補助マークを摘要に２種類使用する場合は、諸口コードを使用してください。

例) 借 方 科 目 貸 方 科 目 金 額 摘 要

112売掛金 112売掛金 10,000 +02神田商事 +03渋谷商店

諸口を使用して伝票入力します。
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6.科目別補助集計表 (仕訳入力内Ｆ１０リスト選択)

● 概 要
仕訳入力において科目ごとに補助の前残 借方 貸方 残高 を出力します。

ページプリンタは白紙Ａ４コピー用紙、ドットプリンタは11×11のモニター用紙へ出力します。

1. 月日にカーソルがある時に、リスト選択

(Ｆ10)を選択し、6.科目別補助を選択し

ます。

2. 合計…指定期間の合計で集計表示します。

月次…指定期間を月々集計表示します。

3. 期間指定を行います。

4. 集計する科目を入力します。(複数指定可能)

※複数科目で同一補助マークを使用している

場合は複数科目の指定不可。集計が正しく

行われません。１科目ずつ集計してください。

5. 集計する補助コードを入力します。

6. 画面表示するか、プリント出力するか、

ＣＳＶ搬出するかの指定を行います。

※画面表示した後に、プリント出力すること

も可能です。

※その他の欄の借方・貸方に数字を表示する場合は、補助コードがついていないデータが

存在しています。（その他に数字がある場合は、P.18を参照してください。）

補助を全て入力していた場合は表示しません。

※前残その他に数字が表示されている場合は、売掛金の期首残と補助の相殺金額が一致して

いない場合に表示します。

－補助を使用しないデータがある場合－

補助のコードの入力の忘れをチェックするため、補助を入力しなくてよいコードのデータを

「＋９９その他」として入力しますと、補助コードのつけ忘れかどうかの区別になります。
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［６２］科目別補助集計表 Ｆ８

● 概 要
仕訳入力において科目ごとに補助の前残 借方 貸方 残高 を出力します。
ページプリンタは白紙Ｂ５コピー用紙、ドットプリンタは11×11のモニター用紙へ出力します。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まない、期末のみの指定を行います。

4. 合計…指定期間の合計で集計します。
月次…指定期間を月々集計します。

5. 集計する科目を指定します。(複数指定可能)
※複数科目で同一補助マークを使用している
場合は､複数科目の指定不可。集計が正しく
行われません。１科目ずつ集計してください。

6. 集計する補助コードを入力します。
9件以上指定する場合は 全指定 を押します
と80件まで指定できます。

7. 各指定終了後 印 刷 をボタンをクリック
して印刷を行います。

※その他の欄の借方・貸方に数字を表示している場合は、補助コードがついていないデータ
が存在しています。補助を全て入力していた場合は表示しません。
(その他に数字がある場合は、次頁を参照してください。)

※前残その他に数字を表示している場合は、売掛金の期首残と補助の相殺金額が一致して
いない場合に表示します。

－補助を使用しないデータがある場合－
補助のコードの入力の忘れをチェックするため、補助を入力しなくてよいコードのデータを
「＋９９その他」として入力しますと、補助コードのつけ忘れかどうかの区別になります。
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集計表において、その他の借方・貸方に数字を表示した場合の検索方法

● 概 要
前頁のＰ.16・17の補助集計表のプログラムにおいて、その他の借方・貸方に数字を表示

した場合の検索方法です。

1. [11]仕訳入力の リスト選択 (Ｆ10)｢3.条件

選択リスト｣ を選択します。

2. 指定期間を入力します。

3. 科目コードを指定します。

例) 売掛金(112)

4. Enter で補助コードまでカーソルを飛ばし

ます。

5. 補助コードにカーソルが止まりましたら、

ｱﾝﾏｯﾁ (Ｆ３)を押しますと項目が白く反転し

ます。

** 条件選択ﾘｽﾄ ** 6. 指定科目に対する、全ての補助コードを入力

月 日 金 額 借 方 借方補助 貸方補助 貸 方 金 額 します。

4.1 10,000 112売掛金 501売 上 10,000

7. 設定完了の為、 確 定 (Ｆ６)を押します。

8. 該当データ(補助コードを入力していない

データ)を表示しますので補助コードを確認し

入力してください。
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［６３］科目別補助簿 Ｆ８

● 概 要
各科目ごとの得意先別の元帳（補助簿）を出力します。
タテムラ製元帳用紙又は白紙コピー用紙Ｂ５・Ａ４へ出力します。
科目の指定やページの設定も行えます。

1. ユーザコードを入力し、 Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含む、
含まない、期末修正のみの指定を行います。

4. 科目指定を行います。
102や103等の預金の指定をした場合は、銀行
の補助を選択します。例）102 当座預金 /ﾐﾋ

5. 補助の入力をします。
(個々の補助や補助の範囲指定も可能です）
例）[+01］－［+99］
9件以上指定する場合は 全指定 を押します
と80件まで指定できます。

6. 補助コードを名称に変えるか変えないかを
指定します。

7. 消費税マーク …税マークををプリントするか
しないかを指定します。

売上対応区分 …ヒカキ区分をプリントするか
しないかを指定します。

税率 …税率をプリントするかしないか
を指定します。

8. 日計(差引残高)をプリントするかしないかを
指定します。

9. 月計をプリントするかしないかを指定します。

10. 用紙選択をします。
1.縦型(B5) …ﾀﾃﾑﾗ製縦型二色元帳用紙(単

枚)・白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
2.縦型(A4) …白紙A4ｺﾋﾟｰ用紙
3.横型(No.有) …ﾀﾃﾑﾗ製横型元帳用紙(単枚)・

白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙 (仕訳の伝票
番号有り)

※罫線プリントで｢1.する｣を選択するとB5、

｢2.しない｣はA4で印刷します。

4.横型(No.無) …ﾀﾃﾑﾗ製横型元帳用紙(単枚)・
白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙 (仕訳の伝票
番号無し)

※罫線プリントで｢1.する｣を選択するとB5、

｢2.しない｣はA4で印刷します。

5.モニタ …ﾁｪｯｸ用に使用 白紙B5ｺﾋﾟｰ用紙
6.両面縦(B5) …白紙B5用紙に両面印刷。両面

対応ﾌﾟﾘﾝﾀで打ち出し可能
7.両面縦(A4) …白紙A4用紙に両面印刷。両面

対応ﾌﾟﾘﾝﾀで打ち出し可能

11. 印刷頁 … 出力開始頁を指定できます。通常は、[ 1 - 9999 ]です。

12. 印刷頁数を印刷するかしないかを選択します。※補助コードごとに通し番号となります。
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13．罫線を印刷するかしないかを選択します。
(用紙選択で2.縦型(A4)を選択した場合はカーソルは止まりません)

14. ｵﾌｾｯﾄ補正 … 印字位置を調整する場合1.するを選択します。
縦横を㎜単位で変更することができます。
ここで調整した数値はプリンタごとに記憶します。

オフセット補正について

オフセット補正（印字位置の調整）は片面・両面のそれぞれで設定ができます。
両面の場合は表面と裏面の印字位置を調整できます。
用紙選択で片面または両面の選択によって画面が変わります。
ここで調整した数値はプリンタごとに記憶します。

●片面オフセット画面

現在のオフセット：縦横の印字位置を調整する数値を
入力します。(mm単位）
上･左へ調整…数値をﾏｲﾅｽで入力。
下･右へ調整…数値をﾌﾟﾗｽで入力。

調 整 範 囲：印字位置の調整値を入力できる範
囲です。この範囲を超える数値は
入力できません。

従 来 値：直前の印字位置の調整値を表示しま
す。

●両面オフセット画面（用紙選択６.両面縦(Ｂ５)、７.両面縦(Ａ４)のみ）

現在のオフセット：表面・裏面の印字位置の調整を行
います。(mm単位）

裏面のオフセット：裏面の印字位置の調整を行います。
動かせるのは横のみです｡(mm単位)
(現在のオフセットでも裏面が動い
てしまうので、動いた分はここで
調整を行います。)

上･左へ調整…数値をﾏｲﾅｽで入力。
下･右へ調整…数値をﾌﾟﾗｽで入力。

調 整 範 囲：印字位置の調整値を入力できる範
囲です。この範囲を超える数値は
入力できません。

従 来 値：直前の印字位置の調整値を表示し
ます。
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両面印刷で、裏面に罫線のみを印刷する場合

両面印刷を行い、最後が表面のみで終わってしまう場合は通常裏面は白紙です。
ただし、[920]財務オプション設定で設定を行えば、裏面に罫線の印刷を行う事ができます。

1. F16 (F1+F6)でマスタ登録の変更の画面を出し
ます。

2. [920]財務オプション設定を選択します。

[920] Enter と押します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 元帳両面の余りページで｢2.罫線のみの印刷｣を選
択します。

2 Enter と押します。

5. F5：終了 で 画面を終了します。

●表面印刷 ●裏面印刷
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［６４］年次科目別補助集計表 Ｆ８

● 概 要
このプログラムは各科目ごとの得意先別の金額を月ごとに集計算出するプログラムです。

白紙Ｂ４コピー用紙に出力します。

集計期間は月単位で自由に設定できます。

売掛や買掛だけでなく、家賃管理などにも活用できます。

帳票は以下の３種類を作表できます。

１．合計残高 ２．貸借残高 ３．貸借合計残高

1. ユーザコードを入力し、 Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、

含まないの指定を行います。

4. 集計選択は作成する帳票を指定します。

5. 科目指定にて集計する科目を指定します。

6. 補助の入力 例）［+01 ］－［+99］

9件以上指定する場合は 全指定 を押しますと

80件まで指定できます。

7. 各指定終了後 印 刷 ボタンをクリックして

印刷を行います。
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Ｆ８[６０]部門別営業成績報告書・[６１]部門別製造原価報告書

● 概 要
□損益科目に補助コードを入力することにより、各部門ごとの営業成績を出力します。

期間計・累計を集計しプリントします。

□共通費を各部門ごとに配賦することができます。
(基準項目設定、部門ごと％指定、部門ごと金額指定の３種類の配賦方法が選択可能)

□純売上高の金額を基準に各科目の金額比率(売上比)を算出します。
各部門間の金額割合(構成比)(部門比)を算出します。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ｹ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まないの指定を行います。

4. 税抜き計算をするか､しないかを指定します｡

(税抜き計算の詳細につきましてはP.34を参照)

5. 集計を１円単位で表示するか、1000円未満切捨

で表示するかの指定を行います。

6. 税引前利益…特別損益を含めて計算するか、
しないかを指定します。

7. 人件費の小計を表示するか、しないかの指定を

行います。

8. 累計の集計を開始する年月を指定します。

初期値は、期首年月を表示します。

9. 共通費の指定を行います。
ありを選択した場合は共通費コードを入力

します。例)[+99]
11件以上指定する場合は 全指定 を押します

と25件まで指定できます。

<部門別集計コードの指定画面>
10. 共通費配賦をするかしないか指定を行います。

。配賦方法は 配賦方法 を押して指定できます

(指定方法の詳細につきましてはP.26を参照)

11. 部門別の補助コードを指定します。
例)[+01]-[+98]

11件以上指定する場合は 全指定 を押します
と25件まで指定できます。

12. 合併集計 … 同一期首日の会社データを合併

、します｡10社以上合併する場合は
50社 を押しますと、50社まで

合併することができます。

13. 推定利率 … 推定利率は期間中の売上より利益
を算出し設定すると､利益率を

期末棚卸残高と商品製品残高に
反映し､推定の試算表を作成す

ることができます。
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[60]部門別営業成績報告書
[61]部門別製造原価報告書

<合併ユーザコードの指定画面>

14. 印刷枚数を指定します。（部数を入力）

15. 連続用紙か単票用紙かの指定を行います。

16. 報告書の合計科目・売上比・部門比に網掛
をするか、しないかを指定します。

17. カラー指定…罫線及び網掛け・売上比に色を
付けることができます。

(一部プリンタ)

18. 各指定終了後 印 刷 ボタンをクリックして
<部門別推定利益率の指定画面> 印刷を行います。
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[60]部門別営業成績報告書
[61]部門別製造原価報告書

● 共通費の配賦について
[共通費]の配賦方法は以下の３種類ができます。

配賦方法 をクリックすると以下の画面が開きます。

１.基準項目指定

1.売上高合計 2.人件費合計 3.経費合計から１つを選択します。

選択項目の金額の割合に応じて共通費を配賦します。

２.部門ごと％指定

各部門に任意の割合(％)で配賦します。

<<共通費の配賦 部門ごと％指定>>

補助ｺｰﾄﾞ ％
[+01 ] （75.500)

[+02 ] （25.500）

３.部門ごと金額指定（配賦金額はマイナスで入力）

各部門に任意の配賦金額を、マイナスで入力してください。
入力金額に応じて配賦します｡

<<共通費の配賦 部門ごと金額指定>>

補助ｺｰﾄﾞ 期間金額 累計金額

[+01 ] （-1,000,000) (-1,200,000)
[+02 ] （ -500,000） (-2,500,000)
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共通費の配賦の１．基準項目指定の計算方法（［60］部門別営業成績のみ）

● 共通費の配賦は、１．売上高合計 ２．人件費合計 ３．経費合計の比率で配賦できます。

通常は、各部門比で配賦されますが、共通費に１～３の金額が含まれておりますと配賦は

下記のように行われます。

例）人件費で配賦した場合

合 計 共 通 費 Ａ 部 門 Ｂ 部 門

純売上高 5,000,000 100.0 3,200,000 64.0 1,800,000 36.0

人 件 費 1,000,000 100.0 147,000 14.7 653,000 65.3 200,000 20.0

経費合計 1,500,000 100.0 300,000 20.0 800,000 53.3 400,000 26.7

経常損益 2,500,000 100.0 △500,000 △ 1,800,000 72.0 1,200,000 48.0

ã 人件費で配賦した場合

合 計 共 通 費 Ａ 部 門 Ｂ 部 門

純売上高 5,000,000 100.0 3,200,000 64.0 1,800,000 36.0

人 件 費 1,000,000 100.0 147,000 14.7 653,000 65.3 200,000 20.0

経費合計 1,500,000 100.0 300,000 20.0 800,000 53.3 400,000 26.7

経常損益 2,500,000 100.0 △500,000 △ 1,800,000 72.0 1,200,000 48.0

配 賦 △ 500,000 100.0 382,767 76.6 117,233 23.4

配賦後経常損益 2,500,000 100.0 1,417,233 56.7 1,082,767 46.3

＜計算方法＞

１．按分基準科目の合計から共通費を差引き比重率を計算します。

人件費各部門計 ÷ (人件費総合計－共通費)＝部門比

Ａ部門 653,000 ÷ (1,000,000－147,000) ＝0.765533411

Ｂ部門 200,000 ÷ (1,000,000－147,000) ＝0.234466588

２．共通費の総計に各部門比を乗じて共通費を配賦します。(小数点第１位を四捨五入)

共通費の経常損益 × 部門比 ＝ 部門の配賦額

Ａ部門 500,000 × 0.765533411 ＝ 382,766.5 ≠ 382,767

Ｂ部門 500,000 × 0.234466588 ＝ 117,233.2 ≠ 117,233

※部門比は表示上では、小数点第４位を四捨五入します。
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● 打ち出しサンプル
税抜き計算「しない」を選択した場合 ［60・61］共通

税抜き計算「する」を選択した場合 ［60・61］共通 「（税抜き処理）」と表示
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共通費の配賦「する」を選択し、配賦方法を「1.基準項目指定」にした場合 ［60］のみ

※
配賦方法を表示

配賦金額はここに表示

※
１．基準項目指定 → 純売上高と表示

２．部門ごと％指定 → ％指定と表示
３．部門ごと金額指定 → 金額指定と表示
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[５８]部門別営業推移表・[５９]部門別原価推移表 Ｆ８

● 概 要
損益科目に補助コードを入力することにより、各部門ごとの営業推移表を作成します。
指定した１部門ごとの13ヶ月の集計を確認できます。

推移データの読み込みも可能です。(前期データや任意に作成したデータなど)
用紙は白紙Ｂ４コピー用紙又は、連続白紙Ｂ４用紙にプリントします。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ｹ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含まないの指定を行います｡

4. 税抜き計算をするか､しないかを指定します。

(税抜き計算の詳細につきましてはP.34を参照)

5. 各科目の集計を月単位で行うか、累計で行う

かを指定します。

6. 集計を１円単位で表示するか、1000円未満切捨
で表示するかの指定を行います。

7. 税引前利益 … 特別損益を含めて計算するか、
しないかを指定します。

8. 部門別の補助コードを指定します。

例)[+01]-[+99]
11件以上指定する場合は 全指定 を押します

と25件まで指定できます。

9. 合併集計 … 同一期首日の会社データを合併し

ます。10社以上合併する場合は、
50社 を押しますと50社まで

合併可能です。

10. 推定利率 …推定利率は、期間中の売上より利
益を算出し設定すると、利益率を

期末棚卸残高と商品製品残高に

反映し、推定の試算表を作成
することができます。

11. 推移データ…別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞに目標ﾃﾞｰﾀを作成した

ものを読込み、年度末の損益を推
定する為の表を作成することが可

能です。

※詳しくは次頁を参照。
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[58]部門別営業推移表

[59]部門別原価推移表

<部門別集計コードの指定画面>

12. 印刷枚数を指定します。（部数を入力）

13. 連続用紙か単票用紙かの指定を行います。

14. 推移表の合計科目・構成比に網掛けをするか、

しないかを指定します。
(一部プリンタ)

15. カラー指定…罫線及び網掛け・構成比に色を

付けることができます。

<合併ユーザコードの指定画面>
16. 各指定終了後 印 刷 ボタンをクリックして

印刷を行います。

● 推移データの集計について
推移データは、指定期間以降に推移データ(前年データ又は任意作成済データ)をあてはめて
集計し、推定の部門別営業成績推移表を作成することができます。

※推移データは期首の月日の同じもののみ集計可能です。(年度は違っても構いません。)

例 期首が１月１日の場合

１． 今年度のデータは10月分まで入力しています。

１(月) ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
２． 推移データ(前年のデータ等)は１～12月分まで入力しています。

１(月) ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
３． ２の推移データとして、１年間の営業推移表を作成します。

１(月) ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

今年度データ← →推移データ(前年データ等)
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● 打ち出しサンプル

税抜き計算「しない」を選択した場合 ［58・59］共通
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税抜き計算「する」を選択した場合 ［58・59］共通
「（税抜き処理）」と表示
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●税抜き計算について ～ ［58］部門別営業成績推移表、［59］部門別当期原価推移表、

［60］部門別営業成績報告書、［61］部門別当期原価報告書 ～

税抜き集計をするだけでデータの書き換えは行いませんので、「内税仕訳データの税抜き後の
データを見たい場合」などに便利です。

一年を通して税込み入力を行っているデータでのみ、税抜き計算の指定をしてください。

出力指定画面で「税抜き計算 1.する」を指定すると、［39］消費税一括自動分離の以下の指
定と同様の処理を内部で行い、集計・作表します。

期間月指定 … 全会計期間 ※［37］消費税精算表は月次でまとめて計算
期末修正 … 1.いる するため､端数が一致しない場合があります｡
減価償却集計 … 2.しない
科目指定 … 1.全科目 ※消マークデータは注意が必要です。

不要科目 … なし （注３参照）

「税抜き計算 1.する」を指定すると全会計期間で自動分離計算を行い、各帳表で指定した期間
の集計・作表を行います。１伝票ずつ消費税計算します。

税抜き計算をした場合、出力した帳表のタイトル右横に「（税抜処理）」とプリントします。

《 注意 》１．[38］消費税自動精算を行ったデータでは、「税抜き計算 2.しない」を指定してくだ

さい。（税計算が二回行われた計算結果になってしまいます。）
既に自動精算を行ったデータで税抜き計算を行いたい場合は、自動精算データを削除
後に作表してください。

２．推移データを前年度にしている場合の注意
（［58］部門別営業成績推移表、［59］部門別当期原価推移表のみ）
今年度は［38］消費税自動精算を行っていないが、前年度は税抜き処理を行っていた
データで「税抜き計算 1.する」を指定した場合、前年度分のデータにも税抜き計算が
かかり、前年度のみ二回税計算が行われたことになってしまいます。
あらかじめ前年度のデータをコピーしてから、自動精算データを削除してください。

３．税抜き計算した集計と［38］消費税自動精算を行った後の集計とでは、消 マークの
データの処理方法が違うため、若干の誤差が生じます。

［38］消費税自動精算 … 消マークデータは仮払・仮受消費税に金額を振り替え
ます。

［39］消費税一括自動分離 … 消マークデータの消費税への振り替えは行いません。

例） 101 ／ 501 10,000 外
101 ／ 501 1,000 消 ← 振り替えは行いません。

【免区分マークの税抜処理について】（インボイス対応）

適格請求書発行事業者以外からの仕入で使用する「免税区分マーク efz」については、[11]仕訳
入力の F16 (表示選択)内の「免・控除自動計算：する/しない」をみて計算します。

す る：算出消費税に対し免税区分マーク(e=80%･f=50%・z=0%)で控除額を算出し精算、分離
します。

しない:仕入 の内税分を別集計しますが、算出消費税に対して80%控除等の計算は行わず、精算、
分離します。
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[６６]工事別管理一覧表 Ｆ８

● 概 要
各工事ごとの経費(材料費、労務費)を集計し、工事受入金又は契約金に対する利益及び
利益率又は消化率を算出するプログラムです。
期間指定は、月単位に自由に設定できます。

データ登録 を押すと、契約金の登録・計区分・間接費の配賦金額を登録することが
できます。(次頁参照)

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 1.累 計 … 指定期間の金額の累計をプリント。
2.期間計 … 指定期間の金額のみをプリント。
(受入累計) ※但し受入金額は累計でプリント。

3.期間計 … 指定期間の金額のみをプリント。

3. 集計期間を月単位で指定します。

4. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含む、
含まないの指定を行います。

5. 工事別の補助コードを入力します。
9件以上指定する場合は 全指定 を押しますと
80件まで指定できます。

6. 利益金額や率を計算するのに工事受入金を対象
とするのか、契約金を対象とするのかを指定
します。

<補助コード指定>
7. 利益金額に対する利益率を出すのか、消化率を
出すのかを指定します。

8. 間接費配賦… ﾃﾞｰﾀ登録 にて入力した配賦
金額を集計するか、しないかを
選択します。

9. ﾃﾞｰﾀ登録 にて登録した分類・計区で集計
するか、しないかを指定します。
※完成工事のみや担当者ごとに帳票を出力する
場合に使用します｡(後頁参照)

10. 集計を１円単位で表示するか、1000円未満切捨
で表示するかの指定を行います。

11. 印刷枚数を指定します。（部数を入力）

12. 連続続用紙か単枚用紙かを指定します。

13. 罫線に色を付けることができます。
(一部プリンタ)

14. [小計]印字の後に一行空欄をあけるか、あけな
いかを指定します。

15. 各指定終了後 印 刷 ボタンをクリックして
印刷を行います。
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[66]工事別管理一覧表

● データ登録 ･･･ 工事別一覧表に表示する工事の契約金および間接費の配賦金額を入力します。
また、分類・計区の登録により、完成工事か未完成工事かの分類や担当者ごと
の集計等を行うことができます。

1.｢契約金額｣および｢配賦金額｣の項目名を変更す
ることができます。

2. 補助コード(工事コード)を入力します。
工事名は補助登録の補助名称を自動表示します。

3. 分類 … 完成工事か未完成工事かを分類するの
に使用します。
例) 1.完成工事

2.未完成工事 などの指定

4. 計区 … 各工事担当者や地域別に集計するのに
使用します。
例) 1.山田(担当)

2.鈴木(担当)

※分類及び計区は数字で管理します。

各ファンクションキーの機能

補助･覧 (F2) … 補助登録画面を表示します。登録済みの補助ｺｰﾄﾞ(工事ｺｰﾄﾞ)の確認ができます。
※補助登録の追加・訂正もできますが、有効になるのは工事別管理一覧表プログ
ラムをいったん終了して再度[66]で起動した時になります。

行編集 (F6) … このキーを押すとファンクションキーの表示が変わり、行編集ができます。

ソート (F1) … マークごとコードの小さい順に並び替えます。

行抹消 (F2) … 行削除します。

行挿入 (F3) … 行挿入します。

行入替 (F4) … 指定した行と行とのデータを入れ替えます。

整合性 (F8) … 補助登録にない工事データがある場合には、データを削除します。

各サブミットの機能 ※クリックまたはスペースキーを押して実行します。

印 刷 … 工事別管理データ登録を白紙Ａ４用紙に印刷します。
※特定の頁だけを指定して印刷することはできません。
どの頁で印刷指定をしても登録全データを印刷します。

前 頁 … 現在表示している頁の前頁を表示します。

次 頁 … 現在表示している頁の後頁を表示します。

(頁) 頁へ移動 … 現在の頁を表示します。
任意の頁を入力後、 頁へ移動 をクリックまたはスペースキーを押すこと
で指定した頁を表示することができます。



● コード集計及び科目コード表

補助 完成工事、未完成 契 約 金 原価累計 配 賦 原 価 利益率
ｺｰﾄﾞ 工事の分類に使用 差 引 額

各工事の契約金額 期首繰越原価 配賦原価共通経費を 受入金又は契約金額 ×100
を入力し参考出力 ＋ 各工事現場に手入力
ﾀｲﾄﾙは変更可能 期間原価 で配賦します。 ※消化率は上記比率より

担当者や地域の分 ﾀｲﾄﾙは変更可能 100を引き算したもの
類に使用

工事 分 計 (Ａ) （Ａ） 期 間 原 価 (Ｂ) (Ｃ) (D)=(B)+(C) (A)-(D) 利益率
工事名 契 約 金

ｺｰﾄﾞ 類 区 工事受入金 材料費 労務費 外注費 経 費 期間計 原価累計額 配 賦 原 価 原価総合計 差引額
消化率

-01 １ 10 山田商事 6,000,000 5,500,000 900,000 500,000 950,000 800,000 3,150,000 4,000,000 1,200,000 5,200,000 300,000 5.45

705 701 702 703 704
501～510 902～906 911～925 926～930 931～959

ＴＡＣコード 551～565 908～909 9111～ 9301～ 9311～
ＴＡＣ－Ｖコード 208 961～969 9115 9305 9319

9011～
9019

905 901 902 903 904
810～830 401～404 410～419 420～429 430・432
8301～ 406～409 4101～ 434～441

エプソンコード 8304 4001～ 4110 444～449
215 4017 455～459

4301～
4317

505 501 502 503 504
611～630 722～724 731～739 741 742～761

Ｊ Ｄ Ｌ コ ー ド 6301～ 726～729 7311～ 791～799 769～770
6305 7211～ 7321 773～776

320 7228 778～789

705 701 702 703 704
811～835 612～614 621～623 628 631～639

ノ ム ラ コ ー ド 426 616～619 626～627 6281～ 642～648
6111～ 6211～ 6289 653～656

6128 6225 6311～
6327

7005 7001 7002 7003 7004
4111～ 5412 5431～ 5441 5442～5443

Ｔ Ｋ Ｃ コ ー ド 4135 5414～ 5439 5541～ 5445～5449
2128 5429 5531～ 5549 5451・5461

5511～ 5539 5453～5459
5518 5631～ 5463～5467

5632 5481～5497

-
3
6

-
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● 打ち出しサンプル

● 工事受入金 ･･･ ｢間接費配賦｣＝2.しない･｢分類指定｣＝2.いらぬ･｢計区分｣＝２いらぬ

差引額＝「工事受入金」－原価累計額 として計算

● 契約金 ･･･ ｢間接費配賦｣＝2.しない･｢分類指定｣＝2.いらぬ･｢計区分｣＝２いらぬ

差引額＝「契約金」－原価累計額 として計算

● 間接費は入力していないが「配賦する」と選択した場合で「利益率」を表示した場合

利益率＝差引金額／(Ａ)工事受入金×１００(消化率は、１００－利益率)

● 間接費を入力した場合
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● 分類指定＝1.いる 範囲を｢１｣のみとした場合は完成工事のみを表示することが可能。

※計区分いらぬとした場合は「小計」が表示しません。

● 分類指定＝1.いる 計区分＝１．いると指定した場合、計区分を優先して集計ﾌﾟﾘﾝﾄします。

※計区分を担当者番号とした場合担当者ごとの工事現場が把握できます。

※計区分は「担当者別・地域別・外注別の集計に便利です。」

(P.49 参照)
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[６７] 工事別元帳 Ｆ８

● 概 要
このプログラムは工事別を補助登録し、各現場別に｢材料費｣｢労務費｣｢外注費｣｢経費｣を

分類して元帳を出力します。

期間指定は自由に行えます。摘要の文字が全角17文字以上の場合は半角文字で出力します。

[66]工事別一覧表の ﾃﾞｰﾀ登録 に｢契約金額｣を入力しておくと消化率を算出することが

できます。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含む、

含まない、期末修正のみかの指定を行います。

4. 工事別の補助コードを入力します。

9件以上指定する場合は 全指定 を押しますと

80件まで指定できます。

5. 消化率を表示するか、しないかを選択します。

6. 補助コードの名称を表示するか、しないかを

指定します。

<補助コード指定画面> 7. 消費税マーク/売上対応区分(ﾋｶｷ区分)/税率

それぞれをプリントするか、しないか選択

します。

8. 出力開始頁を指定できます。

初期値は[ 1- 999999999]。

9. 各指定終了後 印 刷 ボタンをクリックして

印刷を行います。

出力用紙は、白紙Ａ４コピー用紙を使用します。

● 打ち出しサンプル
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［６５］ 補助２次元集計表 Ｆ８

● 概 要
通常の補助集計プログラムと違い、１仕訳にふたつの補助コードを入力して、１度に集計
を行います。工事別原価の２元管理などに便利です。
(現場別の各得意先ごとの集計ができます。)

ポイント 仕訳入力においての補助入力

8.1 0001 21,000 902 材料Ａ 205 未払金 21,000
[-01 ][+01 ]

8.15 0002 100,000 902 材料Ａ 205 未払金 100,000
[-02 ][+18 ]

8.20 0003 200,000 902 材料Ａ 205 未払金 200,000
[-15 ][+20 ]

※ 補助を入力する時は、縦横の順に一定に入力してください。（処理を速くする為）

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期末修正(13ヶ月目で入力したデータ)を含む、
含まない、期末修正のみかの指定を行います。

4. 合計 … 指定期間の合計を集計します。
月次 … 指定期間を月々集計します。

5. 科目を入力します。(複数指定可能)
１度に８科目指定可能です。
※２科目以上指定した場合は、各科目１枚ずつ
出力します。(科目を個別に入力しても範囲
指定をしても同様です。)
例) [202][205]・[201]-[205]

6. 科目別 … 科目ごとに集計します。
科目累計…科目ごと前残を含んで集計します。

7. 補助指定
横方向 … 横方向に集計する補助コードを入力します。
(列) 1ページ9項目(合計含む)を表示します｡データのないものは出力しません。

縦方向 … 縦方向に集計する補助コードを入力します。
(行) 1ﾍﾟｰｼﾞ46項目(合計含む)を表示します。データのないものも出力します。

※ 9件以上指定する場合は 全指定 をクリックします。

8. 連続用紙か、単票用紙かの指定を行います。

9. 各指定終了後 印 刷 ボタンをクリックして印刷を行います。
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補助２次元集計表(出力サンプル)

● 横の項目が９項目(合計を含む)を越えた場合２ﾍﾟｰｼﾞ目に表示します。

補助２次元集計表
ｺｰﾄﾞ: 1 社名:株式会社 東京商事 集計科目 :未払金 自令和XX年４月１日 - 期末修正
補助明細 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

ｺｰﾄﾞ +01 +02 +03 +04 +05 +06 +07 +08 +09
あ -01
い -02 補助２次元集計表
う -03 ｺｰﾄﾞ: 1 社名:株式会社 東京商事 集計科目 :未払金 自平成XX年
え -04 補助明細 Ｊ 合計
お -05 ｺｰﾄﾞ +10
か -06 あ -01
き -07 い -02
く -08 う -03

● 縦の項目が46項目(合計を含む)を越えた場合２ﾍﾟｰｼﾞ目に表示します。

補助２次元集計表
ｺｰﾄﾞ: 1 社名:株式会社 東京商事 集計科目 :未払金 自令和XX年４月１日 - 期末修正
補助明細 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

ｺｰﾄﾞ +01 +02 +03 +04 +05 +06 +07 +08 +09
あ -01
い -02
う -03 補助２次元集計表
え -04 ｺｰﾄﾞ: 1 社名:株式会社 東京商事 集計科目 :未払金 自令和XX年

補助明細 Ｊ 合計
れ -44 ｺｰﾄﾞ +10
ろ -45 を -47
わ -46 合 計

● 縦・横共に２種類以上の補助を指定した場合、各補助の小計は表示せず全ての合計を表示
します。

補助２次元集計表
ｺｰﾄﾞ: 1 社名:株式会社 東京商事 集計科目 :未払金 自令和XX年４月１日 - 期末修正
補助明細 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ａ ｂ ｃ ｄ 合計

ｺｰﾄﾞ +01 +02 +03 +04 #05 #06 #07 #08
あ -01
い -02
う -03
え -04
お -05
ア !01
イ !02
ウ !03
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活用方法と出力例

● 工事現場別の得意先の集計 未払金の現場別の得意先を確認 (売掛･買掛にも応用可能)

横方向を 補助２次元集計表
得意先と指定 ｺｰﾄﾞ:1001 社名:株式会社 東京組 集計科目 :205 未払金 自令和XX年４月１日 - 期末修正

補助明細 池山建設 三上解体 神田設計 川村建設 三多摩㈱ 合 計
縦方向を ｺｰﾄﾞ +01 +03 +05 +06 +08
工事現場と指定 JR立川駅工事 -01 15,925 15,925

JR高尾駅工事 -03 15,221 20,000 25,000 42,221
JR町田駅工事 -08 60,000 36,500 42,500
山下邸増築 -10 75,000 75,000
榊原邸屋上 -12 25,600 86,000 34,200
松原ビル新築 -13 45,000 45,000
国立第1ﾏﾝｼｮﾝ -15 52,000 52,000

合 計 302,200 184,520 60,000 100,800 90,000 737,520

● 売上の種類別得意先の集計 売上の種類が多く科目では、分けられない場合に便利

横方向を売上の 補助２次元集計表
種類と指定 ｺｰﾄﾞ:1001 社名:株式会社 東京組 集計科目 :501 売 上 自令和XX年４月１日 - 期末修正

補助明細 Ａ商品 Ｂ商品 Ｃ商品 Ｄ商品 Ｅ商品 合 計
縦方向を ｺｰﾄﾞ +01 +03 +05 +06 +08
得意先と指定 東京商店 -01 15,925 15,925

神田商事 -03 15,221 20,000 25,000 42,221
四谷産業 -08 60,000 36,500 42,500
中央物産 -10 75,000 75,000
渋谷工業 -12 25,600 86,000 34,200
お茶の水産業 -13 45,000 45,000
上野事務所 -15 52,000 52,000

合 計 302,200 184,520 60,000 100,800 90,000 737,520

● 税理士報酬台帳としても活用

横方向を売上の 補助２次元集計表
種類と指定 ｺｰﾄﾞ:1001 社名:東京税理士事務所 集計科目 :501 売 上 自令和XX年４月１日 - 期末修正

補助明細 顧問報酬 決算料等 源泉税 消費税 その他 合 計
縦方向を ｺｰﾄﾞ +01 +02 +03 +04 +05
得意先と指定 東京商店 -01 15,925 15,925

神田商事 -03 15,221 20,000 25,000 42,221
四谷産業 -08 60,000 36,500 42,500
中央物産 -10 75,000 75,000
渋谷工業 -12 25,600 86,000 34,200
お茶の水産業 -13 45,000 45,000
上野事務所 -15 52,000 52,000

合 計 302,200 184,520 60,000 100,800 90,000 737,520
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[791]補助コード強制置換 Ｆ１７

● 概 要
すでに登録している補助コードを１コードずつ変更するプログラムです。

１度に変換できる補助コードは20コードです。

変換するのは、補助登録・摘要登録・仕訳入力すべての補助登録を変更します。

期間指定はできません。

変換作業は、同一補助マークにも他の補助マークにも変換できます。

変換するのは指定年度のみとなります。(前期データは変換しません。)

［-10 ］ [+10 ]

山田商店 á 補助コード á 山田商店

強制置換

［+80 ］ [+78 ]

鈴木商店 á á 鈴木商店

注意 強制置換する場合は、置換後の補助コードが使用されていないかを確認してください。

使用していると置換後のコードを入力してもはじかれてしまいます。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 置換前 … 変更前の補助マークを入力をし

Enter を押します。

置換後 … 変更後の補助マークを入力し

Enter を押します。

3. 指定が完了しましたら、 Enter を押します。

4. 補助コード強制置換を行いますか?･･･

[ ] 1.はい 2.いいえ

1.はいを選択します。

白紙Ｂ４又は11×11用紙をセットしてください!!

プリントを行いますか？....[ ]1.はい 2.いいえ 3.プレビュー画面

プリントする場合は1.はいを選択します。

*** 補助マーク別強制置換リスト *** ﾕｰｻﾞ: 1 株式会社 東京商事 期首 令和○年4月1日

＜＜補助＞＞

番号 ｺｰﾄﾞ(置換前) ｺｰﾄﾞ(置換後) 補助名称 略称

0061 -10 → +10 山田商店 ﾔﾏ

0062 +80 → +78 鈴木商店 ｽｽ

＜＜仕訳＞＞

月日 伝票 借方 貸方 摘要(置換前) 摘要(置換後)

4. 1 10 112 501 [-10 ] → [+10 ]

4.10 100 112 501 [+80 ] → [+78 ]

＜＜自動摘要＞＞

番号 借方 貸方 自動摘要(置換前) 自動摘要(置換後) 略称

100 112 501 [-10 } [+10 ] ﾔﾏ
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[792]補助マーク強制置換 ～２桁のコードを３桁に変換～ Ｆ１７

● 概 要
すでに登録されている補助コードのマークを別の補助マークに変更するプログラムです。

変換作業は、同一補助マークにも他の補助マークにも他の補助変換できます。
変換するのは指定年度のみとなります。

※TACシリーズにおいて、２桁コードで０Ａ･０Ｂなどのアルファベットコードを使用
していた場合２桁(16進法)コードを３桁(10進法)コードへ変更します。（次頁参照）

※TACシリーズにてアルファベットを使用していたお客様は本プログラムにて置換を行って
ください。補助登録・摘要登録・仕訳入力のすべての補助を変更します。

［-01 ］ [+001]
山田商店 á 補助マーク á 山田商店

強制置換
［-A1 ］ [-201]
鈴木商店 á á 鈴木商店

注意 コピー元の補助コードが３桁の場合、補助マーク強制置換を行うことはできません。
｢置換後の補助コードが二重定義となります｣とエラーを表示します。
※変換する場合は[791]補助コード強制置換で１データずつ変換してください。

1. ユーザコードを入力し Enter を押します。

2. 置換前 … 変更前の補助マークを入力をし
Enter を押します。

置換後 … 変更後の補助マークを入力し
Enter を押します。

3. 補助マーク別強制置換を行いますか?･･･
[ ] 1.はい 2.いいえ

1.はいを選択します。

白紙Ｂ４又は11×11用紙をセットしてください!!
プリントを行いますか？....[ ]1.はい 2.いいえ 3.プレビュー画面

プリントする場合は1.はいを選択します。

*** 補助マーク別強制置換リスト *** ﾕｰｻﾞ: 1 株式会社 東京商事 期首 令和○年4月1日
＜＜補助＞＞
番号 ｺｰﾄﾞ(置換前) ｺｰﾄﾞ(置換後) 補助名称 略称
0061 -01 → -001 中村商事 ﾅｶ
0062 -02 → -002 佐藤建設 ｻﾄ
＜＜仕訳＞＞
月日 伝票 借方 貸方 摘要(置換前) 摘要(置換後)
4. 1 10 112 501 [-01 ] → [-001]
4.10 100 112 501 [-02 ] → [-002]
＜＜自動摘要＞＞
番号 借方 貸方 自動摘要(置換前) 自動摘要(置換後) 略称
100 112 501 [-01 } [-001] ﾅｶ
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補助コード置換表 ２桁から３桁へ変更した場合

置換後←置換前 ０２０←１０ ０４０←２０ ０６０←３０ ０８０←４０
００１←０１ ０２１←１１ ０４１←２１ ０６１←３１ ０８１←４１
００２←０２ ０２２←１２ ０４２←２２ ０６２←３２ ０８２←４２
００３←０３ ０２３←１３ ０４３←２３ ０６３←３３ ０８３←４３
００４←０４ ０２４←１４ ０４４←２４ ０６４←３４ ０８４←４４
００５←０５ ０２５←１５ ０４５←２５ ０６５←３５ ０８５←４５
００６←０６ ０２６←１６ ０４６←２６ ０６６←３６ ０８６←４６
００７←０７ ０２７←１７ ０４７←２７ ０６７←３７ ０８７←４７
００８←０８ ０２８←１８ ０４８←２８ ０６８←３８ ０８８←４８
００９←０９ ０２９←１９ ０４９←２９ ０６９←３９ ０８９←４９
０１０←０Ａ ０３０←１Ａ ０５０←２Ａ ０７０←３Ａ ０９０←４Ａ
０１１←０Ｂ ０３１←１Ｂ ０５１←２Ｂ ０７１←３Ｂ ０９１←４Ｂ
０１２←０Ｃ ０３２←１Ｃ ０５２←２Ｃ ０７２←３Ｃ ０９２←４Ｃ
０１３←０Ｄ ０３３←１Ｄ ０５３←２Ｄ ０７３←３Ｄ ０９３←４Ｄ
０１４←０Ｅ ０３４←１Ｅ ０５４←２Ｅ ０７４←３Ｅ ０９４←４Ｅ
０１５←０Ｆ ０３５←１Ｆ ０５５←２Ｆ ０７５←３Ｆ ０９５←４Ｆ
０１６←空番 ０３６←空番 ０５６←空番 ０７６←空番 ０９６←空番
０１７←空番 ０３７←空番 ０５７←空番 ０７７←空番 ０９７←空番
０１８←空番 ０３８←空番 ０５８←空番 ０７８←空番 ０９８←空番
０１９←空番 ０３９←空番 ０５９←空番 ０７９←空番 ０９９←空番

１００←５０ １２０←６０ １４０←７０ １６０←８０ １８０←９０
１０１←５１ １２１←６１ １４１←７１ １６１←８１ １８１←９１
１０２←５２ １２２←６２ １４２←７２ １６２←８２ １８２←９２
１０３←５３ １２３←６３ １４３←７３ １６３←８３ １８３←９３
１０４←５４ １２４←６４ １４４←７４ １６４←８４ １８４←９４
１０５←５５ １２５←６５ １４５←７５ １６５←８５ １８５←９５
１０６←５６ １２６←６６ １４６←７６ １６６←８６ １８６←９６
１０７←５７ １２７←６７ １４７←７７ １６７←８７ １８７←９７
１０８←５８ １２８←６８ １４８←７８ １６８←８８ １８８←９８
１０９←５９ １２９←６９ １４９←７９ １６９←８９ １８９←９９
１１０←５Ａ １３０←６Ａ １５０←７Ａ １７０←８Ａ １９０←９Ａ
１１１←５Ｂ １３１←６Ｂ １５１←７Ｂ １７１←８Ｂ １９１←９Ｂ
１１２←５Ｃ １３２←６Ｃ １５２←７Ｃ １７２←８Ｃ １９２←９Ｃ
１１３←５Ｄ １３３←６Ｄ １５３←７Ｄ １７３←８Ｄ １９３←９Ｄ
１１４←５Ｅ １３４←６Ｅ １５４←７Ｅ １７４←８Ｅ １９４←９Ｅ
１１５←５Ｆ １３５←６Ｆ １５５←７Ｆ １７５←８Ｆ １９５←９Ｆ
１１６←空番 １３６←空番 １５６←空番 １７６←空番 １９６←空番
１１７←空番 １３７←空番 １５７←空番 １７７←空番 １９７←空番
１１８←空番 １３８←空番 １５８←空番 １７８←空番 １９８←空番
１１９←空番 １３９←空番 １５９←空番 １７９←空番 １９９←空番

２００←Ａ０ ２２０←Ｂ０ ２４０←Ｃ０ ２６０←Ｄ０ ２８０←Ｅ０
２０１←Ａ１ ２２１←Ｂ１ ２４１←Ｃ１ ２６１←Ｄ１ ２８１←Ｅ１
２０２←Ａ２ ２２２←Ｂ２ ２４２←Ｃ２ ２６２←Ｄ２ ２８２←Ｅ２
２０３←Ａ３ ２２３←Ｂ３ ２４３←Ｃ３ ２６３←Ｄ３ ２８３←Ｅ３
２０４←Ａ４ ２２４←Ｂ４ ２４４←Ｃ４ ２６４←Ｄ４ ２８４←Ｅ４
２０５←Ａ５ ２２５←Ｂ５ ２４５←Ｃ５ ２６５←Ｄ５ ２８５←Ｅ５
２０６←Ａ６ ２２６←Ｂ６ ２４６←Ｃ６ ２６６←Ｄ６ ２８６←Ｅ６
２０７←Ａ７ ２２７←Ｂ７ ２４７←Ｃ７ ２６７←Ｄ７ ２８７←Ｅ７
２０８←Ａ８ ２２８←Ｂ８ ２４８←Ｃ８ ２６８←Ｄ８ ２８８←Ｅ８
２０９←Ａ９ ２２９←Ｂ９ ２４９←Ｃ９ ２６９←Ｄ９ ２８９←Ｅ９
２１０←ＡＡ ２３０←ＢＡ ２５０←ＣＡ ２７０←ＤＡ ２９０←ＥＡ
２１１←ＡＢ ２３１←ＢＢ ２５１←ＣＢ ２７１←ＤＢ ２９１←ＥＢ
２１２←ＡＣ ２３２←ＢＣ ２５２←ＣＣ ２７２←ＤＣ ２９２←ＥＣ
２１３←ＡＤ ２３３←ＢＤ ２５３←ＣＤ ２７３←ＤＤ ２９３←ＥＤ
２１４←ＡＥ ２３４←ＢＥ ２５４←ＣＥ ２７４←ＤＥ ２９４←ＥＥ
２１５←ＡＦ ２３５←ＢＦ ２５５←ＣＦ ２７５←ＤＦ ２９５←ＥＦ
２１６←空番 ２３６←空番 ２５６←空番 ２７６←空番 ２９６←空番
２１７←空番 ２３７←空番 ２５７←空番 ２７７←空番 ２９７←空番
２１８←空番 ２３８←空番 ２５８←空番 ２７８←空番 ２９８←空番
２１９←空番 ２３９←空番 ２５９←空番 ２７９←空番 ２９９←空番

［７９２］補助マーク別強制置換後のコード表です。
ＴＡＣシリーズご使用の２桁コードは、３桁の整数のコードに置き換えられます。
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[９５] 期首自動繰越 Ｆ６

● 概 要
新しい期のファイルを作成するとともに、自動的に残高を繰越します。
※繰越後の残高の印刷が必要な場合は[10]期首入力にて行ってください。

● 機 能
・ 新年度ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ作成 … 今期の仕訳が入力できるように、ファイルを作成します。

基本情報・科目・補助(銀行)・自動摘要登録、決算書注記・工事
別管理データ登録・売掛買掛データ登録(財務データ合併登録)を
前期よりコピーします。

・ 期首残高自動繰越 … 前年度の期末残高を今期の期首に繰越します。
※個人の場合は事業主貸・事業主借・青色控除前の所得金額を
元入金に組み込んで繰越します。

・ 株主資本等変動計算 … 株主資本等変動計算書は事業年度および会計読み期間の年を１年
書・注記表繰越 繰越します。

注記表は、前年度データを今期にコピーすることができます。

・ 科目別補助残高繰越 … 科目別に補助を入力している場合、前年度の残高を今期の期首に
繰越します。

・ 工事別管理自動繰越 … 工事別に補助を入力している場合、前年度の工事別残高を今期の
期首に繰越します。

● 作業手順
・補助登録データの繰越は、補助登録がなくても自動的にチェックが付きます。
※初回にチェックを外すことはできません。

・残高繰越及び株主資本変動計算書・注記表繰越も初回は自動的にチェックがつきますが、
外すことも可能です。

・科目別補助管理をしている場合 … 科目・補助コードを指定します。
繰越方法を下記の２種類から選択します。
先頭補助集計：指定した補助において仕訳の摘要の先頭

にある補助のみを集計して繰越します。
複数補助集計：指定した補助において仕訳の摘要の補助

を全て集計して繰越します。

・工事別補助管理をしている場合 … 分類コード・計区コードまたは、工事補助コードを指定
して繰越します。分類・計区コードと工事補助コードは
同時に指定できません。

※※ 決算が確定していない場合の繰越手順 ※※

１．決算が確定していない場合、補助登録データの繰越を実行します。
※残高・株主資本変動計算書・科目別補助残高・工事別管理繰越は必要に応じて行います。

２．決算確定後、前年度から今年度への繰越作業を再度行い、残高を繰越します。
※必要に応じて補助登録データ等の繰越作業を行います。
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[95]期首自動繰越

● 初めて繰越を行う場合
1. ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞを指定後、 Enter を押します。

2. 必ず期首年月日を確認してください。

例)期首日:令和5年4月1日
↓

令和6年4月1日へ繰越します。

3. □補助登録データ繰越(自動)
※[3]補助登録がなくても自動的に
チェックが付きます。
○全対象(初期値)
[3]補助登録をそのまま繰越します。

○期首・増減有対象(使用補助のみ)
[10]期首入力及び[11]仕訳入力
で使用している補助のみ繰越し
ます。

□残高繰越(自動)
科目ごとの期末残高を期首残高
へ繰越します。 チェックは外せます。
※注

※ 注 ※ 個人の場合の残高繰越について

新個人 元入金＋青色控除前の所得金額＋事業主借－事業主貸
(600) (9516) (217) (129)

旧個人 元入金＋うち当期損益＋事業主借－事業主貸＋前期繰越振替
(600) (9515) (217) (129) (610)

□株主資本変動計算書･注記表繰越(自動)
事業年度・会計読み期間を＋１年します。
□変動計算書注記(手動)
株主資本変動計算書の２頁目を繰越
しする場合にチェックします。

□注記表(手動)
注記表を繰越しする場合にチェック
します。

□科目別補助残高繰越(手動)
科目ごとの補助残を繰越します。

○先頭補助集計(初期値)
指定した補助において
仕訳の摘要の先頭にある補助
のみを集計して繰越します。

○複数補助集計
指定した補助において
仕訳の摘要内の補助を全て
集計して繰越します。

科目ｺｰﾄﾞ､補助ｺｰﾄﾞを指定します。
例) 112売掛金 [+01 ]-[+99 ]

202買掛金 [-01 ]-[-99 ]
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[95]期首自動繰越

□工事別管理繰越(手動)

未成工事分類コード･未成工事計区コード
又は工事補助コードのどちらかをを指定
します。

分類コード･計区分コードを指定します。
例) [ 1 ] － [ 1 ]

又は

補助コード（工事）を指定します。
例）［%01 ］－［%99 ］

4. 繰越指定が完了したら 繰越実行 を

クリック、または Ｆ７ (繰越)キーを

押すと繰越を実行します。

※繰越後の期首残高を印刷する場合は、[10]期首入力で行ってください。

● 再度期首残高を繰越す場合
期首日(前年度)を指定してください。

1. ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞを指定後、 Enter を押します。

2. 期首日(前年度)を指定します。
期首年月日を確認してください。

例)期首日:(前年度):令和4年4月1日
↓

令和5年4月1日へ繰越
します。

3. 新年度ファイルを作成している場合は
左図のように『有』を表示します。

4. 再度必要な繰越の □ にチェックを付け、

必要な内容を指定して 繰越実行 を

クリック、または Ｆ７ (繰越)キーを
押してください。
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補助未記入について

● 概 要
各出力プログラムにおいて補助未記入と表示がでた場合は、「指定した補助以外のデータが他

にあります」というお知らせです。

補助コードを入力し忘れてしまった場合などにも表示します。

● 検索方法

1. [11]仕訳入力の ﾘｽﾄ選択 (Ｆ10)｢3.条件選択

リスト｣ を選択します。

2. 指定期間を入力します。

3. 科目コードを指定します。

例) 売掛金(112)

※工事別の場合は901～998と指定します。

※部門別の場合は301～599と指定します。

4. Enter で補助コード欄までカーソルを移動

します。

5. 補助コードにカーソルが止まりましたら、

ｱﾝﾏｯﾁ (Ｆ３)を押しますと項目が黒く反転

します。

** 条件選択ﾘｽﾄ ** 6. 指定科目に対する、全ての補助コードを入力

月 日 金 額 借 方 借方補助 貸方補助 貸 方 金 額 します。

4.1 10,000 112売掛金 501売 上 10,000

7. 設定完了の為、 確 定 (Ｆ６)を押します。

8. 該当データ(補助コードが入力していない

データ)を表示しますので補助コードを

入力してください。


	00 表紙
	00 目次
	01 各プログラム共通内容
	07 補助管理について
	08 プログラムの呼び出し方
	9 3 補助登録
	11 11 仕訳入力中の補助
	12 補助前残入力方法
	14 補助データの仕訳入力方法
	16 6 科目別補助集計表 ﾘｽﾄ選択
	17 62 科目別補助集計表
	18 集計表において、その他の
	19 63 科目別補助簿
	22 64 年次科目別補助集計表
	23 60･61 部門別営業成績報告書
	26 共通費の配賦　計算方法
	27 部門別営業成績－ｻﾝﾌﾟﾙ
	29 58･59 部門別営業成績推移表
	33 税抜き計算について
	34 66 工事別管理一覧表
	36 コード集計及び科目コード表
	37 打ち出しサンプル
	39 67 工事別元帳
	40 65 補助２次元集計表
	43 791 補助ｺｰﾄﾞ強制置換
	44 792 補助ﾏｰｸ強制置換
	45 補助コード置換表
	46 95 期首自動繰越
	49 補助未記入について
	空白ページ

